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ソ連の白金鉱床
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璽．はじめに

　ソ連は世界最大の白金族金属生産国（第1表）であり，白金鉱を採掘できる鉱山をもっていないのが

戦後の日本であるが，1973年の実績でいえば，輸入を要する白金の約40％，パラジウムの約80％，ロジ

ウムの約75％はソ連に供給を仰いでいる．

　とくにウラルの白金鉱，主として砂白金は往時から有名で，わが国で出版された鉱床学の教科書・参

考書にも当然ながら掲載されている・だが・ソ1ビェート時代に入って以降の変化o発展に見合ったタラ

ル白金族鉱床群め紹介がみられず，況やウラル以外の白金族鉱床（Pt・Pd・Ir・Rh・Os・R・uの鉱床〉につい

てはほとんど書かれていない．しかしソ連自体は別にして諸先進諸国，とくにアメリカではかなり詳し

く検討し，紹介されている（J・B・Mertie，Jr：1969など）・

　かつて世界の白金生産量をほぼ独占（最高92％）していた時代（20世紀初頭まで）に白金鉱を産出し

ていたのはウラル山脈中部東側斜面一帯だけであったし，それも砂白金だけであった．しかし現在，世

界の当該総生産量が当時と比較ばならないほど大きくなっている中で50％台を占めながら，ソ連での白

金鉱産地は拡がり，鉱床のタイプも多くなり，国内的に砂白金が占める割合は小さくなっている。

　そこで，筆者はこのソ連における白金族鉱床のタイプとタイプ別の産状を紹介し，上述の空白を埋め

るために本稿を起した次第である．

第1表　ソ連の白金族金属（Pt・Pd・lr・Rh・Os・Ru）生産量と対世界比

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位＝トロイ　オンス）

ソ　　　連＊

世　　　界

比率（％）

1970
2，200，000

4，238，956

　　51．9

1971 1972
　　　　　　　　　　　2，350フ0002，300フ000

　　　　　　　　　　　4，613，431先084，llO

　　　　　　　　　　　　　50．9　　56．3
　　（Mineral　Yearbook，1972，vo1．1：1972）P

鉱石からの精製生産量と砂白金の合計

2。鉱　床　の　分　類

ソ連の既知白金族鉱床は次のように分類することができる．

A．マグマ分化鉱床

　1．古期卓状地アクチビゼーション帯・古期楯状地の鉱床

　　a）銅硫化物・ニッケル硫化物共生型白金・パラジウム熔離マグマ分化鉱床

　　　1）　ノーリリスク型鉱床一複合分化はんれい岩一粗粒玄武岩貫入体中の鉱床

　　　2）　モンチェゴールスク型鉱床一層状はんれい岩一ノーライトー超塩基性岩貫入体中の鉱床

　　　3）ぺ一チェンガ型鉱床一分化はんれい岩一かんらん岩貫入体中の鉱床

　　b）超塩基性岩・アルカリ土類アルカリ岩複合山塊苦土かんらん石質ダナイトのマグマ分化後期

　　　　クロム尖晶石鉱体共存型白金鉱床一イナグリー型（アルダーン型）鉱床

＊鉱床　部
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　夏　摺曲区優地向斜帯の鉱床

　a）　クリノパイロキシナイトーダナイト山塊苦土かんらん石質ダナイトのマグマ分化後期クロム

　　　尖晶石鉱体共存型白金鉱床一二一ジュニー　タギール型鉱床（ニジュネタギール型鉱床）

　b）偽成層クリノパイロキシナイトーはんれい岩山塊中色はんれい岩・優黒はんれい岩のマグマ

　　　分化後期銅硫化物鉱体・チタン磁鉄鉱鉱体共存型パラジウム鉱床一ボールコフ型鉱床
B
．
漂
砂
鉱 床

　1　卓状地の漂砂鉱床

　　1）イナグリー型白金鉱化体に由来する砂白金鉱床

　　2）ノーリリスク型白金一パラジウム鉱化体に由来する砂白金鉱床

II．摺曲区の漂砂鉱床

　　　1）　ニジュネタギール型白金鉱化体に由来する砂白金鉱床

　　2）中部ウラルのクロム鉄鉱に富む蛇紋岩一ダナイトーハルツバージャイト山塊と関係ある，砂

　　　　金を伴った砂オスミウムーイリジウム鉱床

3．マグマ分化鉱床

　当該マグマ分化鉱床には，複合型（銅一ニッケルー白金族鉱床，バナジンー鉄一銅一白金族鉱床など）と単

純型の2種がある．しかし後者の場合でも，白金族元素の鉱物が独立した鉱体を作るのでなく，いずれ

の場合も同鉱物がマグマ分化起源の硫化物鉱体，クロム鉄鉱（クロム尖晶石類）鉱体ないしチタン磁鉄

鉱鉱体中に胚胎されている．これら白金鉱体はきわめて多様な形態を有し，鉱染構造ないし塊状構造を

備え，母岩貫入体およびその外接触帯に賦存している．

　当該鉱体の白金族元素含有量はときに0・On％，さらに0・n％に達することもあるが，一般的には0。00n

－0・0000n％（10n－0・ng／t）である．

　当該鉱体中における白金族元素の分布はいちじるしく不規則で，白金族鉱物そのものが濃集している

場合から他の鉱物中に微量成分として白金属元素が賦存する場合までさまざまである．前者の場合は白

金族元素が数10％に達し，後者の場合はn×10－5－10－7％，まれに1～2×10口2－n×10蝉4％である・

　クロム鉄鉱（クロム尖晶石）鉱化作用を随伴した単純型白金族鉱床を開発する場合，白金族鉱物だけ

を採掘しても採算がとれるとされている．また複合型，とくに硫化物との複合型白金族鉱床を開発する

際には複合精鉱から白金属鉱物そのものの白金族元素も微量成分としてのものも回収されている．

　3・1　熔離マグマ分化鉱床

　このタイプに入る鉱床はソ連の白金族金属の重要な資源となっており，白金族金属はCu・Ni・Coを主

産物とする当該鉱床の複合鉱石から副産するのであるが，一般に鉱床の規模が非常に大きいため生産量

もしたがって大規模となっている．

　白金族金属は当該熔離マグマ分化Cu－Ni鉱床の鉱染硫化物鉱石と緻密硫化物鉱石中に濃集し，その

鉱体は塩基性・超塩基性マグマ分化貫入岩中および同貫入岩の外接触帯中に胚胎されている，主要鉱石

鉱物は磁硫鉄鉱，硫鉄ニッケル鉱，黄銅鉱で，鉱石中の白金族の濃集程度は変化幅が広く，平均して0・n

－n・109／tの範囲にあり，この変化はCu品位およびマグマ分化期硫化銅鉱物の含有量に左右されて

いる．さらに，貫入岩中の緻密硫化物鉱石も鉱染硫化物一珪酸塩鉱石も貫入岩の外接触帯の鉱石より白

第2表　各白金族鉱床の白金族元素品位の比較（相対％）

鉱 床

ノ　ー　リ　リ　ス　ク

タ　　ル　　ナ　　ー　　フ

オクチャーブリスコエ

モンチェゴールスク

ウラル砂白金鉱床群

Pt

25

16．4

24。5

22．7

91

Pd

71

64．8

64．5

76

1

Ir

1．5

2．7

0．2

5

Rh

3
11．2

4，0

1
0．5

Os

3，4

1．7

2

Ru

1
2，7

2．6

0．1

0．5

2一（112）



め

l
o
富

）

第3表　ソ連の含Pt－Pd銅一ニッケル硫化物熔離マグマ分化鉱床の貴金属鉱物組成

鉱物およびその平均紀成式

　　　　　　　非　　整　　固　　溶　　体

フエ・プラチナ（等軸晶系）｛畿爵爵9

ポリクシン　Ptlo．5Fe5Ni1．51r1

自然白金　1》t12．7Sn21ro．7Pdo，6

Pt5．5Pd3Sn2

Pt7Pd4．5Sn4

Pt3Pd2Sn2

Pd藍．5Pt3．7Sn2

Pd4．3Sn2Pt1．gCu1．8

PdgPt2Sn2．oPbl

PdloSn3．5Pt1．5Pb1－Pdl1Sn2．5Pb2

アウロキュープロァィト　Cu8Au5．5Ag1．5Pd1－Cu5Au5Pd1

アージェントキュープロオーライト　Au3Cu1＿1．5Ag1＿1．5

キステライト　Ag2．5Au1－AggAu1

エレクトラム　Ag1．gAu1．o－Au4およびAg3．4Gu1

ポーペザイト　Au13．6Pd1．7Cu1

チレナイト　Ag17Au1Bio．3

自然金　Au3Ag1

自然銀Ag
　　　　　　　　金属間化合物
L　銅金化物：（Cu，Pd）3Au2

a
（灘讐1騰簾

貴金属含有量（重量％）

Pd

0．8－1．3

2．0

17．2

19．8

20．3

32．4

39．2

45．2－51．0

50．5－63．4

5．5－7．7

2．1－4．2

LO－5．2
tr．一4．尋

　5．8

　1。0

1．4－1．7

0．4－0．6

7．1－8．6

　0．9

　≦0．8

　9．5

Pt

77．0－81．0

68．5

75．0

84．0

60．0

58．3

55．3

48．8

31．0

20．0－21．1

4．9－13．9

tr．一3．8

　≦0．9

tr．一1．1

0．9－2．5

　　0．9

　　tr．

　　tr。

tr．一1，5

　80．0

69，6－74．3

　61．2

Rh

Ir7．O

Ir5．O

　tr．

　0．4

　tr．

1．1－1．4

tr．一1．9

　≦4．3

tr．一1．9

tr．一1．5

　0．3

　tr．

　tr。

　tr．

≦3．4

≦0．3

0．5

Au

　　4．6

　　tr．

　　tr．

　　tr．

1．1－1．4

0．1－3．3

57．5－64．5

65．4－67．7

22．4r－33．5

54．6－59．6

　85．2

　　9．6

74．6－79．5

　　tr．

60．8－65．6

　≦5．4

Ag

　1．O

　tr．

　tr。

　1．0

　1．7

0．5－0。8

tr．一2．9

tr．一8．3

12．8－19．7

63．4－71．6

29．2－40．0

　　0，9

　88．5

17．3－22．5

98．5－98．6

0．6

ノーリリスク型

ノーリ
リスク

十十十

十

十

十十十

十十十

十

十十

十十

十

十十十

十十

タルナ
ーフ

十

十十

十

十

十十

十十

　十

十十十

十十

十

十十

十十

十十

十十十

オクチヤ
ーブリス
ニ！工

十

十

十十

十

十十十

十十

十

十十

モンチエ
ゴー1レス
ク型

モンチエ
ゴーノレス

コエ

十十

ぺ一チ
ェンガ
型

ぺ一チ
ェンガ

十十

風

醸

o
皿
ゆ
翼

薯

　笹
暑
昇

肥
）



み

5
0
虞

）

鉱、物およびその平均組成式

3・錫化物：PtSn　　　　　　　　　　　（ニグリアイト）

　　　　　（Pt，1》d）3Sn

　　　　　（Pd，Pt）3Sn

　　　　　（Pd，Gu，Pt）3Sn　　　　　（スタノパラジナイト）

　　　　　（Pd，Cu，Pt）3±謬Sn

　　　　　（Pd，Cu）4Sn

　　　　　Pd2S皐

　鉛化物；Pd3Pb

　　　　　Pd3Ph2　　　　　　　　（プランボパラジナイト）

　　　　　Pd4Pb3
　　　　　Pd（Pb，Bi）

　蒼鉛化物；Pd（Bi，Pb）　　　　　　　（ポリャーライト）

　　　　　PdBi
　　　　　（Ag，：Pd）2Bi

　　　　　PdBi2　　　　　　　　　　　　　　（フルダイト）

　　　　　PdBl3

　　　　　（マd，Pt）（Bi，Te）2　　　　（マイチェネライト）

　　　　　Pd（Bi，Te）
6．　テルル化物：（Pd，Ag）1（Te，歪b）、一（Pd，Ag）、（Te，：Pb）

7・砒化物：Pd3（As，Te）

　　　　　Pd5As2
　　　　　（Pd，Ni）3As

　　　　　Pd2As

　　　　　（Pd，Ni）5As2

　　　　　（Pd，Ni）2As

　　　　　（Ni，Pd）5＋¢As2

4．

5．

貴歪属含有量（重量％）

Pd

11．1－16．3

37．6－44．9

　42．5

46・6－54・1

52．3－61．2

58．0－63．5

54．5－59．6

37．2－39．6

　40．0
34．0＿34．9

30．4r－37．6

30．7－35．9

　20，4
18・5－19・・

　15．O

I1．7－16．9

　35．5

38．0－39．0

　74，0

　76．0

　70．0

67．3－68．0

　57．0

　47．0

32．9－46．4

Pt

58．0－63．0

58．6－63．8

25。9－36．2

　17．5

11．3－16．0

3．1－5．6

　≦2．2
tr．一〇．7

　tr。

　≦0．1

tr．一2．3

　≦2。5

0．5「0。6

8．0－9．3

　≦0．4：

Rh

　≦0．5

0．7－1．3

1．1－1．4

　tr．

　≦1．9

0・2－Q，3

　tr．

　3．0

Au

　≦4，6

　1．5

0，5－1．4

　≦L5
　tr．

tr．一〇．8

trr1．2

　0．7
tr．一〇．5

tr．一〇。5

　0．5

0．8－1．2

Ag

1．4－1．7

tr．一1．7

　2．荏

　≦2．4

tL－3．7

tτ・一5・7

　≦1．3

0．」一乱．5

　30．3

　tr。

　0．5
23．0－30．8

　0．6

　3。0

2．2－3．5

　3．0

　≦L7

ノーリリスク型

ノーリ
リスク

十

十十

十

十

十

十

タルナ
ーフ

十十

ナ＋

十十十

十十

　十

　十・

十十

　十

　十

十十十

　十

十

十十

オクチヤ
ーブリス
コエ

十

十十

十

十十

十

十

十

十

十十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

モンチエ
ゴーノレス

ク型

モンチエ
ゴーノレス

コエ

十

十

十十

ぺ一チ
エンガ
型

ぺ一チ
ェンガ

溶

腐

謹

瞭

ヨ

並

難

　臓

ま

鎌

臓

GQ

dロ

）
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鉱物およびその平均組成式

　　　　（Ni，Pd）2As

　　　　Pd2（As，Pb）

　　　　Pd（As，Pb）2
　　　　（Pd，Pt）5（SnンPb，As）2

　　　　Pd2（As，Sn，Sb）

　　　　（Pd，Pt）3止¢（Sn，As，Sb）

　　　　Pd5（Sn，As，Sb）3

　　　　Pd2（Sn，As）
8・　アンチモン化物：：Pd3Sb　　　（スティビオパラジナイト）

　　　　Pd3（Sb，Sn）

　　　　Pd5（Sb，As）2

　　　　　硫化物と類似化合物
クープライト　pts

ブラッジャイト　（Pt，Pd，Ni）S一（Pd，Pt，Ni）S

ビソ・ツカイト　（Pd，Ni）S

ホリンウォーサイト　（R靱：Pt）（As・一S）2

砒白金鉱　PtAs2

モンチェァイト　（Pt，Pd）（Te，Bi）2

コツルスカイト　Pd（Te，Bi）1＿2

マイチ干ネライト　Pd（Te，Bi）2

　　　　　　Pd（Te，Bi）3
（モンチェァイト）　PtTe2

貴金属含有量（重量％）

Pd

　12．3

　66，2

29．8－31．4

　49．7

　78．2

60．9－67．0

57．1－61．8

　61．5

　73．0

　70．5

62．4－69．7

2．5－7．1

17．0－38．5

59．5－63。1

　tr．

、0・5－L5

　22．2

　22．2

17．0－19．0

Pt

16．6－17．0

　≦6．6

　tr．

　tr．

　tr．

76．6－82．0

31．5－56．0

0．3－4。8

20．O士2．0

54．0－58．3

37．7－37．9

　≦1．1

　41．0

Rh

0．5

≦0．5

tr．

tr．

tr．

25．0＝ヒ2．5

tr．一〇．8

Au

　tr．

　≦2．7

　tr．

　tr．

　0．3

1r5．0土0．5

　≦2．9

Ag

　≦1．1

　1。6

　≦2．1

　≦2．2

　2．3

　2．0

　≦0．4
tr．一〇．3

　≦0．7

Ru4．0土0．5

　≦0．5

　1．8

ノーリリスク型

ノーリ
リスク

十

十

十

十

十

十十

タルナ
ーフ

十

十

十

十

十十

十

十

十十十

十

十

オクチヤ
ーブリス

コエ

十

十
→』

十

十

十

十

十

十十十

十

十

十

十

モンチエ
ゴー1レス
ク型

モンチエ
ゴーノレス

コエ

十十

十十

ぺ一チ
ェンガ
型

ぺ一チ
ェンガ

十

隅

臨
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第4表　熔離鉱床鉱石構成鉱物の白金族元素含有量　（9／t）

鉱　 床

タルナーフ

モンチェゴール
スク

ぺ一チェガ

鉱　 床

タルナーフ

モンチェゴール
スク

ぺ一チェガ

鉱　 物

黄　銅　鉱

磁硫鉄鉱
硫鉄ニッケル鉱

キューバ鉱
磁　鉄　鉱

黄　銅　鉱

磁硫鉄鉱
黄　銅　鉱
硫鉄ニッケル鉱

磁硫鉄鉱

鉱　 物

黄　銅　鉱

磁硫鉄鉱
硫鉄ニッケル鉱

キューバ鉱
磁　鉄　鉱

黄　銅　鉱

磁硫鉄鉱
黄　銅　鉱
硫鉄ニッケル鉱

磁硫鉄鉱

Pt

2．58（0。19－5。00）

0。34（0。12－0。70）

L63（0．28－2。80）

3。33（2。50一生50）

0．18（0．01－0．60）

0。5±0．38（tr戸2。2）

0．1＋0。07（tr．一〇。2）

0．05士0，03（tr，一〇．1）

0．02士0．04（tr．一〇．2）

0．002士0．005
　　（tr．一〇．02）

Rh

0．44（0．35－0．52）

0．16（0．01－0，26）

0．姿7（＜0．0』0．50）

　0．60
0．08（＜0。01－0．30）

0．3±0．17（tr．一！。0）

　0．35（tr．一〇．5）

　0。02（tr．一〇。1）
0．06＝ヒ0．03

　　（tr。一〇。1）
0。7土0．19（tr．一L5）

Pd

5。79（0。59－12。50）

2。11（0。27－4。50）

4．00（5，50－7．20）

9．10（6．20－12。00）

0，90（0。20－3．00）

3．5±2．08（tr．一12．0）

L5±1，3（0．5－5．0）

0。1士0。1（tr．一〇。5）

1．O±0．08（0。5－2．0）

0．28±0。27（tr。一1．1）

Os

0．22（0．01－0．60）

0。05（＜0．01－0。10）

0．41（＜0。Ol－0．83）

0．65（0。16－1。00）

0。10（＜0。01－0，25）

Ir

0．10（0。03－0．15）

0．18（＜0．01－0。41）

0．17（0。07－0。30）

0．10（＜0．01－0。20）

Ru

0．27（0．05－0。60）

0．18（＜0。Ol－0。40）

0．18（＜0．01－0．45）

0．27（0．20－0。30）

0。18（＜0。01－0．33）

（）内は含有鰍の幅，（）左側の数掌は算術平均低±付きの数字は推定誤差

金族元素に富み，加えて緻密鉱石中の白金族品位は鉱染鉱石に較べ数倍も大きい．そして白金元素とし

ては白金が重要であるが，量的にはパラジウムの方が多く，両者の含有品位の間には正比例的な関係が

みられる．しかし，R．h・Ir・Ru・Osの品位はPtの1－3桁小さい（第2表）。

鉱石中の白金族元素の賦存形態は主としてP＆とPtの鉱物および分散状態で，同鉱物中にはかなりの

量のR．h・Ir・R．u・Osが賦存する（第3表）兜さらに造鉱鉱物中に少量成分としても少ないとはいえない量

の白金族元素が含有されている（第4表）・

この熔離マグマ分化鉱床の白金族鉱化作用によるタイポモーフ鉱物はSn・Pb・Bi・As・Teといった半金

属的性質を有する元素とPa・Ptの自然合金である（第2表参照）・一般に白金族鉱物は単独の分離体とし

て鉱体中に分散し，その単体の粒径は1μから数10μの場合が多く，その粒径および賦存瀕度は鉱石中

のPd・Ptの含有率に直接左右され，発見の確率は同含有率が10－15g／tから大きくなってくる・また多

くの揚合，白金族鉱物は造鉱鉱物（黄銅鉱，磁硫鉄鉱など）中に，ときには磁鉄鉱や珪酸塩鉱物（斜長

石，蛇紋石，輝石など）中に包有されて産出する．

この熔離マグマ分化白金族鉱床は地質および成因的な特徴から前述のようにさらに3種のタイプに分

けられている．

3．1．1　ノーリリスク型鉱床1）

ノーリリスク型白金族熔離マグマ分化鉱床とは，はんれい岩一粗粒玄武岩とその分化岩体および当該

岩体の交代変質外接触帯に胚胎し，白金族鉱化作用が層状および脈状の緻密硫化物鉱体や緩傾斜層状鉱

染硫化物鉱体中に集中するものである．なお，後者の鉱染鉱化作用を受けている岩体中には一般に板状

　　n　地質ニュース，No。238，p．37－43，1974参照
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％づ／ヲ／　　タチ／／／／／m／／／／／r・／／／／r・　　血

／

團ゲ四2圃3圃4吻5懸懸7皿8臼9團〃
1一ツングース系砂岩　　2－4一はんれい岩一粗粒玄武岩中の鉱染鉱（rK一コンタクト成，rT一タクシティック，

rTP一トロクトライト質，r躍一ヒ。クライト質，「o一かんらん石質）　　　2一主として磁硫鉄鉱質　　　3一黄銅鉱質

4一キューバ鉱質　　5－8一層状・脈状・シュリーレン状緻密鉱　　5一主として磁硫鉄鉱質　　6一黄銅鉱質
7一タルナハイト質　　8一キューバ鉱質　　9一後生鉱染鉱分布範囲の境界　　m一貴金属鉱物濃集部
2－8の細線は密なものほど鉱石中に貴金属鉱物の産出瀕度が高いことを示す

　　　第1図　タルナーフ鉱床貴金属鉱物濃集部配列模式図（南西部の横断面）

およびレンズ状の白金族鉱体が賦存する（第1図）．

　当該白金族鉱体は母岩下部に胚胎され，PdとPtが帯状分布を示す・すなわち，鉱物組成を異にする

鉱石帯，白金族元素の含有品位を異にする鉱石帯が交互に重なり合った累帯配列を示す．そして同一鉱

石帯内でのPdとPtの平均含有品位は変動がきわめて小さく，その変化係数は50％を超えない．Ptと

Pdが最大含有品位を有するのは緻密黄銅鉱質鉱石，タルナハイト質鉱石，キューバ鉱質鉱石，品位が低

いのは磁硫鉄鉱質鉱石，針ニッケル鉱質鉱石，黄銅鉱質鉱石，斑銅鉱質鉱石である．

　ノーリリスク型鉱床は熔離マグマ分化鉱床の中でも鉱石中の白金族元素品位が最大であるだけでなく

PdとPtの品位の比が平均でほぼ3：1，層状・脈状緻密銅鉱富鉱体で4：1－5：1というほかとは

違った値を有する点でも他の熔離マグマ分化白金族鉱床と区別・分類することができる．加えてRhの

品位が低く，Ir・Ru・Osの品位はさらに低いのも本型の鉱床の特徴である・ただし白金族元素品位の値

は各鉱床によって少しづづ異なる．その中でもっとも異なるのはPtとRhの値である．

　Irのほとんど全部，Rh・Os・R，uの大部分，Pd・Ptの多くは鉱石中に分散微量成分として賦存し，Pd・

Ptの半分以上が鉱物を形作っている・ノーリリスク型鉱床の白金族鉱化作用生成体の組成はきわめて多

様である．まず，PbおよびPtの鉱物（バレリアイト，方鉛鉱，閃亜鉛鉱，Au・Agの鉱物と共生）が卓

越し，RhとIrの鉱物はまれに認められるだけで，R，uとOsの鉱物はまだ全く認められていない（第

3表参照）・結晶化学的な性質からすると，既知の白金族鉱物・鉱物相はPt・PdとSn・Pb・Bi・Sb・Te・As

との金属間化合物であり，非整固溶体（disordering　solid　solution〉であり，さらに硫化物，テルル化

物，砒化物に属する生成体である，タルナーフ鉱床やオクチャーブリスコエ鉱床のような本型の比較的

深い鉱床の鉱石中にはPdとPtの天然金属間化合物が主体をなし，固溶体はそれほど大きな割合を占め

ていないが，ノーリリスク鉱床群のような比較的浅処に賦存する鉱床の揚合には非整固溶体が卓越して

いる．

　白金族鉱物の実際の成分の中にAuとAgがかなり入っていることが多く，また金鉱物と銀鉱物中に

も白金族元素がかなりの量で入っている場合も少なくない（第3表参照）・さらにPdおよびPtの鉱物は

0・n－n％から8％，ときには28・4％ものCuを含有し，またNi，Sn，Pb，Biも含まれていて，一般的に

は0・n－n％の値を示している・

　白金族鉱物は基本的には鉱石中にきわめて不規則に分散し，緻密銅鉱鉱体のとくに脈状鉱体の上部ザ

ールバンド部分，層状鉱体の上盤接触帯，両者の分岐タルナハイト細脈に濃集している．鉱染鉱の場合

には硫化物鉱染鉱体の縁辺部に，緻密鉱め揚合には緻密鉱体の上盤側に白金族鉱物が集中する傾向がみ

られる．

　ノーリリスク型鉱床でもっとも多く分布する磁硫鉄鉱質鉱石の揚合には白金鉱物がパラジウム鉱物よ
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りもはるかに多く，一般に粒径1－2ミクロンという微細な形で賦存するが，その分布は黄銅鉱・タル

ナハイトないしキューバ鉱の存在するところに限られている．

　もっとも白金族鉱物に乏しい鉱体は深成造鉱針ニッケル鉱を伴った層状鉱体と脈状鉱体の部分であ

る．

　粒径0・1mm以上の大粒Pd・Pt鉱物はきわめてまれで，黄銅鉱質，タルナハイト質，キューバ鉱質の

鉱石中に産出し，粒径が4－6mmに達する場合もある．鉱床全体としてもっとも普通にみられるPd

およびPtの鉱物は単体で粒径15」20ミクロン，連晶で平均30－100ミクロンめものである．

　3・1・2モンチェゴールスク型鉱床

　モンチェゴールスク型白金族熔離マグマ分化鉱床とは中深成のもので，ノーリリスク型鉱床の一部の

比較的浅所に分布する低品位鉱体の場合に似ているものであり，鉱石中のPdとPtの比は1：1に近く，

PtがPdよりやや多い・ノーリリスク型の場合は3：1であったから，この点が一つの大きな相違点と

なっている．白金族元素は塩基性層状貫入岩岩系に属する成層状ロポリスの底部近くの角礫鉱染鉱体と

同岩系山塊の頂部付近の注入脈状鉱体中に集中している．

　モンチャ山プルトンの下位超塩基性分化岩の鉱染鉱体の場合，その鉱石は硫鉄ニッケル鉱・黄銅鉱・

磁硫鉄鉱からなり，主として磁硫鉄鉱ないし黄砿鉱からなる注入脈状鉱体の場合よりもはるかにPdと

Ptが少ない．

　脈状鉱体におけるPdとPtの分布には，磁硫鉄鉱質鉱石（Pd：Pt－2：1）から黄銅鉱質鉱石（Pd：

Pt－4：1）に向かって品位も両元素の賦存比も増大する傾向があり，L方他の白金族元素の含有品位

はきわめて低く，総白金族元素含有量のL5％以下にすぎない（第2表参照）・脈状鉱体は磁硫鉄鉱質と

黄銅鉱質のもののほかに硫鉄ニッケル鉱一黄銅鉱一磁硫鉄鉱質の鉱石（Pd：Pt－3：1－4：1）か’らな

る部分があるが，Pdは主として硫鉄ニッケル鉱，Ptは主として黄銅鉱の含有量と正比例的な含有品位関

係を有し，脈状鉱体の磁硫鉄鉱は白金族の含有品位が低く，磁鉄鉱の場合に最低となる（第4表参照）．

　モンチェゴールスク鉱床の脈状鉱体と鉱染鉱体中ではごく微細な白金族鉱物が不均等に分散じている

が，7一リリスク型の場合に比較すれば変化に乏しく，粒径も少し小さくて単体が10－20ミクロン，

連晶が10－100ミクロンである・白金族鉱物は鉱染鉱よりも脈状鉱中に多く産出するが，鉱染鉱中には本

来の白金鉱物（自然白金，ニグリアイト）が主体をなしてPd2Sn鉱物とともに賦存する・脈状鉱中では

Pdの鉱物の方が多く，そして蒼鉛化物・テルル化物（コツルスカイト，マイチェネライト，PdBi3と

Pd（Te，Bi）3）がタイポモーフ鉱物となっている・そのほか，脈状鉱中にはモンチェアイト，ニグリァイ

’ト，Pd2Sn鉱物も生成している．

　白金族鉱物は黄銅鉱，磁硫鉄鉱，キューバ鉱中の包有物を形作り，また石英および炭酸塩鉱物とこれ

ら硫化物との境界に分布し，PdとPtの鉱物と共生して自然金，ヘッサイト，カラベライト，針状テル

ル金鉱が賦存している。

　3・L3ぺ一チェンガ型鉱床

　ぺ一チェンガ型鉱床とは玄武岩類岩系の貫入岩相に相当する層状・レンズ状はんれい岩一かんらん岩

山塊に胚胎された造山時半深成一低品位白金族熔離マグマ分化鉱床のことで，白金族元素は黄銅鉱一硫鉄

ニッケル鉱一磁硫鉄鉱鉱石に主として濃集し，一部ははんれい岩一かんらん岩貫入体の側岩である千枚岩

部分にも賦存し，上記含鉱分化貫入岩体底部の変ダナイト質蛇紋岩の淡鉱染鉱石も可採品位に達してい

る．とくに，この側岩と貫入岩体との構造的な接触帯の角礫鉱鉱体と貫入岩体中の層状緻密鉱鉱体が白

金族元素に富んでいる．

　鉱石の一つの特徴はその含有PdとPtの比が1：1－2：1を示すことであり，また白金族元素の分

布がきわめて不均等なことである．・

　ぺ一チェンガ地区の鉱床の場合，そのPtとPdの含有品位は緻密層状鉱石から蛇紋岩の濃鉱染鉱石を

経て千枚岩の淡鉱染鉱石に向かって下がってくる．主な濃集体となっている鉱物はPdの場合が硫鉄ニ

ッケル鉱，PtとRhの場合が磁硫鉄鉱であるが，黄銅鉱には多く含まれていない．これは他の型の白金

族熔離マグマ分化鉱床と性質を異にする点の一つとゼ・える．
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　この型の鉱床の白金族元素含有品位はr般に低く，・白金族鉱物としては自然白金と砒白金鉱の2種が

確認されているにすぎない（コトセリバーラ鉱山とカミキビ鉱山の濃鉱染鉱石と角礫鉱石の磁硫鉄鉱お

よび蛇紋岩中に径1ミクロン前後の単体として賦存）・

　3・2マグマ分化後期鉱床

　ソ連では中部ウラル地方に白金のマグマ分化後期鉱床が知られており，同地方にはボ』ルコフ型のパ

ラジウム鉱床も賦存している．

　3・2・1　イナグリー型鉱床

　シベリァ卓状地南東部のアクチビゼーション化区域，すなわちアルダン楯状地縁部に沿って超塩基性

岩とアルカリ岩ないしアルカリ稀土類岩からなるイナグリーおよびコンデール両含白金鉱体山塊が分布

する．両山塊の内核部に賦存する苦土かんらん石質ダナイトが自然白金に富んだマグマ分化後期クロム

尖晶石類晶出体を多量に含有し，その晶出体（セグリゲーション生成体）中に1－2g／tから35－40g／t

の白金族元素が濃集している．・

　当該セグリゲーション生成体を胚胎する母岩は白金鉱化作用をもたらした単斜輝岩一ダナイト岩系に

属し，白金鉱化作用は含白金ダナイト質貫入体が安定した後に2，000m以浅の深度帯で行なわれたもの

と解されている・当該貫入岩体は一般にアルプス造山期に活化した深在断層の交差部に胚胎され，断面

では岩筒状を，平面ではより新期のアルカリ岩ないしアルカリ稀土類岩に環状に取り囲まれた円状を呈

する（第2図）・

　母岩の組成とメタロジェニックな特性からすると，卓状地と向斜構造部の含白金鉱体単斜輝岩一ダナ

イト岩系より互いによく似ている．

　イナグリー山塊のような山塊では白金族元素を胚胎したクロム尖晶石類のセグリゲーション生成体は

4
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1一沖積層　　2一砂白金鉱床　　3一曹長岩　　4一アルカリペグマタイト　　5一プラスカイト
6一変ダナイト質岩（輝岩・ションキナイト・優黒質アルカリ閃長岩の類似岩）　　7一変ダナイト質無長

石岩（輝岩・かんらん岩の類似岩）　　8一閃長斑岩　　9一閃緑粉岩　　10一ダナイト　　11一炭酸
塩岩　　12一ミグマタイト　　13一アラスカイト質花醐岩　　14一片麻岩と角閃岩　　15一始生代岩
系16一変ダナイト質岩中のダナイトレリクトの外形とダナイト中の変ダナイト質岩部分の外形　　17一中生

代断層

　　　　　　　　第2図　イナグリー含白金族山塊の地質模式図
　　　　　　　　　　　　　（JL　B．Pa3KH，1974）
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主としてダナイト質岩株の中央部に分布し，その鉱体量は山塊深部になるほど増大し，含白金族セグリ

ゲーション生成体の賦存率が高いのは深度1，000m前後からである．加えて，当該セグリゲーション鉱体

の最大集中面積はr彪大」と表現されている．

　クロム尖晶石類含白金族セグリゲーション生成体は鉱のう状，シュリーレン状，レンズ状，脈状を呈

し（第3図），その規模は数cmから10数mまでさまざまで，クロム尖晶石類の粗鉱染体と緻密集合体か

らなっている．その中で白金族鉱物が最高に濃集しているのは粗鉱染セグリゲーション生成体（第3図）

および緻密レンズ状・脈状クロム鉄鉱体である．これらの鉱体中には白金族鉱物とともに純度の高い自

然金が賦存している，

　クロム尖晶石類（クロム鉄鉱）質セグリゲーション生成体中では白金族元素が不均一に分布し，散在

する白金族鉱物中に濃集しているほか，クロム尖晶石類（主にフェリクロムピコタイト，ときにフェリ

クロマイトからなる）中に類質同像混合物の形で集っていて，このクロム尖晶石類中に，10－70g／tの

白金族元素，そしてとくに最大79／tのRu，最大29／tのOsが含有されていることは興味深い事実と

いえよう．

　イナグリ腎型白金族鉱床の場合，白金族鉱物はクロム尖晶石類セグリゲーション生成体中だけでな
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凡例は第2図と同じ，番号30－38は試料採取点

A一マグマ分化後期クロム尖晶石類の粗鉱染体からなる含白金族シュリーレン（30a）を伴なった

ダナイト原地礫　　B－H一含白金族沖積層の断面　　B一赤褐色細粒砂からなる産白金族層

（31）　　C一帯緑褐色・帯褐緑色雑粒質砂（33）を伴なった大礫礫層（32）　D一帯褐緑色粘土
と褐色砂レンズ層（34）を伴なった大礫礫層　　E一褐色・帯緑褐色粘土質砂層（35）　　F一

褐色ローム層（36）　　G一淡黄色・帯緑淡黄色粘土層（37）　　H一被覆土壌層を伴なった粘

土質赤土（38）

　第3図　イナグリー鉱床原地残留一沖積砂鉱床の柱状断面とそれにおける

　　　白金族元素の分布
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第5表　苦土かんらん石ダナイト山塊と関係ある初成および漂砂白金鉱床中の自金族鉱物とその変種の組成

鉱物，その変種，平均組成式

　　　　固　　溶　　体

自　然　白　金

低lr質ポリクシン

高lr質ポリクシン

低Fe質フェロプラチナ

含ニッケルプラチナ

キュープロプラチナ

含パラジウムプラチナ

含イリジウムプラチナ

含オスミウム・イリジウムプラチナ

含プラチナイリジウム

　　　同
自然イリジウム

ネビヤンスカイト（含Osイリジウム）

シセルツカイト（含Irオスミウム）

　　　　金属間化合物
砒・アンチモン化物一Pd3（Sb，As）

　　　　砒　　化　　物
砒白金鉱一PtAs2

　　　　硫　　化　　物

クーペライトーPtS

ブラッジャイトー（Pt，Pd，Ni）S

ローライトーRuS2

（Ru，Os）S2組成の鉱物

Os2S3組成の鉱物

　＋＋＋一主要鉱物　　　＋＋一副産鉱物

白金族元素含有率（重量％：幅と平均値）

Pt

　≒100

79．4－89．0

76．9－80．9

70。4－76．4

73．7－76．6

65．4－68．0

　79。4

61．2－71．5

　50．7

　38．3

　12．7

2．2一生．8

　＜tr．

0．1

53－55

82．8－85．5

　58－59

　0．2

　2．5
＋一稀産鉱物

Pd

　＜tr。

0．3－0．5

　0．2

0．1－0．2

〈tr．一〇．1

　＜0．2

　19．婆

＜tr．一4．1

　＜tr。

　＜tr．

　＜tr．

　＜tr．

　＜tr．

72．0

＜tr．一4．2

18－20

　0．4

　2．2

Rh

0．些一2．1

0．7－1．1

　≦3．2

＜tr．一〇．7

　＜0．4

　＜tr．

＜tr．一1．4

　1．0

　＜tr．

　2．1

　0．2

　＜0．6

　＜tr．

＜tr．

く甘．

1．3

Ir

　くtr．

1．0－2．8

7，0－7．6

0．8－1．3

1．8－7．5

　＜1．3

　1．3
10．4－14．6

　37．5

　59．8

　79．1

　96．1

47．8－50．0

　42．3

tr．一
（＜0。05）

＜2．3

6．6

194：

Os

　＜tr．

　＜tr．

　＜tr．

　〈tr．

　＜tr．

0．3－2．7

　11．1

　0．1

4f6．9尋9．7

　57．6

＜tr。

＜2．8

14．5

68．8

Ru

　tr．

　tr．

　tr．

　＜tr。

　＜tr。

＜tr．一1．0

　2，5

　0．2

　1．3

＜tr．

＜tr．

tr．一
（＜0，05）

　0．2

61．2－65．2

　47．6

イナグリー型

初成

十十十

十

十十

十

十

十

十

漂砂

　十

十十十

　十

　十

　十

　十

　十

　十

　十

十十

十

十十

十

十

十十

十十

十

十

十

ニジュネタ
ギール型

初成

十

十十十

十

十

十

十十

十

十十

十

十

漂砂

十

十十十

十十

　十

　十

　　　　風
　　　　臨
　十　　　〇

　　　　皿
　　　　臨
　　　　輿
十＋　薯

　　　　　十　　刊E
十十　　耕
　　　　昇
　十　　細
　　　）

十
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く，少量ながら母岩のダナイト中にも分散・分布し，ダナイト中でもクロム尖晶石類生成体中でもクロ

ム尖晶石類と密接に共生しているが，蛇紋石やかんらん石中に包有されていることも少なくない．

　クロム尖晶石類セグリゲーション生成体中の白金族鉱物濃集部は開発対象となり得るが，含白金族ダ

ナイト岩体は稼行対象となり得ないとされている．

　産出する白金族鉱物の種類と相対的な賦存量は第10表に示す通りであるが，一般に粒径は0．5－L5ミ

クロン（単体），ときに20－40ミクロンの場合もみられる（第5表）．

　3・2・2ニジュネタギール型鉱床

　この型の初成白金鉱床はクロム尖晶石質（クロム鉄鉱質）セグリゲーション生成体の形態と規模，白

金鉱化作用の性質，母岩の組成とその該当岩系およびその他多くの示徴からすると，イナグリー型鉱床

に似ている．ニジュネタギール型鉱床の特徴は摺曲区の優地向斜帯に分布することで，母岩である超塩

基性山塊は垂直断面で岩筒状，平面で同心帯状，円状ないし幾らか楕円状を呈し，ウラル白金帯の構成

体としてよく知られているところである，なかでもニジュネタギール山塊（第4図）のダナイト中に胚

胎されている鉱床がもっとも詳細に調査されていて，文献も多い（赫・H．ro酬eBCKH瓦1968など）。

　当該山塊中の諸白金初成鉱床がイナグリー型鉱床にもっともよく類似している点は山塊中央部に鉱体

のクロム尖晶石質含白金セグリゲーション生成体が胚胎されていること，白金族鉱物構成が第10表に示

すような状態にあること，そして地球化学的な白金族元素の分散状況であるが，イナグリー型の場合と

違う点としてはクロム尖晶石類の比較的乏しいセグリゲーション生成体に多量の（ときには肉眼的な）

高イリドスミン含有ポリクシンを産出することが挙げられる．この高品位体を含め，すべてのクロム尖

晶石質セグリゲーション生成体は緻密鉱と鉱染鉱のシ子リーレン，鉱のう，レンズ，分岐脈の集合体か

らなり，垂直数10mから数100mにわたって賦存している（第5図）・

　上記両型の白金族鉱化作用の構成が全体的には酷似していても，幾らか違いがあって，ニジュネタギ

咽9

雛勿秀

　　　田プ晒圏3吻4囮5國6囮7目8爵□ψ國ガ
1一ダナイト　　2－3一変ダナイト質岩　　2一蛇紋岩　　3一輝岩類似岩　　4一は
んれい岩一閃緑岩　　5一変はんれい岩質角閃岩，変閃緑岩質角閃岩　　6一ウラル石化はんれ

い岩　　7一雲母粘板岩　　8一結晶片岩　　9一石灰岩　　10一第四系　　lI一採掘ず
み砂白金・砂金鉱床

　　　　第4図　ニジュネタギール含白金山塊の模式地質図
　　　　　　　　　　（∫L　B．Pa3MH，1974）
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ソ連の白金鉱床（岸本文男）

一ル型鉱床では天然固溶体だけしか確認され

ていないが，イナグリー型の鉱床ではほかに

硫化物，砒化物など白金族元素の化合物も賦

存している．これらの事実から，イナグリー

型の鉱床が深くなると，ニジュネタギール型

鉱床と類似する示徴がさらに増してくるもの

と解されて吟る．

　3．2．3　カチュカナール型鉱床

　ニジュネタギール型の上述の白金族鉱床と

いちじるしい近縁関係をもって，変ダナイト

質異剥石質岩の鉱染および緻密チタン磁鉄鉱

鉱体中にも白金鉱化作用が認められ，母岩は

中部ウラルのカチュカナール山塊を代表とす

る大規模なはんれい岩一単斜輝岩山塊の一構

成体である．

　当該山塊も地向斜の含白金族単斜輝岩一ダ

ナイト岩系に属するものであるが，しかし当

該山塊は主にバナジンーチタン鉱床をもたら

している．これらバナジンーチタン鉱床の粗

鉱は選鉱・製錬工程の改善によってどうにか

採算がとれる程度の白金族鉱物を含有してい

るにすぎない．

　白金族鉱物を随伴した含バナジンーチタン

磁鉄鉱鉱床の代表例はグセボゴールスク鉱床

である・

い．

　　　　　　　慧矯
　　　　φ　　　　　　五糠，

　　　　　　　　繰φ
　　　　，

　　　　　　・鈴騒

　　　　　　　撃鹸噸

　　　　　　　　　毒轍φ

　　　　　　　　　欝過

第5図　ニジュネタギール山塊苦土かんら，ん石

　　　ダナイト中のマグマ分化後期クロム尖晶
　　　石類（黒色部）含白金シュリ」レンの筒

　　　状セグリゲーション生成体（横断断面〉

　　　　　　（M．H．roa∬eCK磁，1968）

　　　この鉱床では白金族鉱化作用はきわめて不均一に働らいていて，白金族鉱物の分布は一様でな

　白金族元素の賦存形態は主として白金族鉱物で，なかでも多いのが平均Pt88％，Fe8。6％のポリ

クシン，次いで含Ptイリジウム，含lrオスミウムであり，少量の自然オスミウムも認められている・

ポリクシンはかなり大型の他形連晶と集合を形作り，その平均の大きさは0・2mmに達することが少な

くない．加えて，上記白金族鉱物が高純度自然金と密接に共生することも注目されている．

　3．2。4　ボールコフ型鉱床

　ボールコフ型の白金族鉱床とはバナジンー鉄一銅鉱床にパラジウムが濃集しているもののことで，ボー

ルコフ鉱山（中部ウラル北部）がそのもっとも典型的な鉱床を有している．パラジウムは銅硫化物鉱染

鉱やチタン磁鉄鉱鉱染鉱の黄銅鉱と斑銅鉱中に濃集し，鉱石自体は偽成層単斜輝石一はんれい岩山塊（ボ

ールコフ鉱山の場合はバランチャー山塊）の優黒質および中色質はんれい岩中に胚胎されているが，詳

しい調査報告がなく，パラジウムの賦存形態は不明である．

　このボールコフ型鉱床の南方に蛇紋岩一ダナイトーハルツバージャイ山塊があって，その中にオスミウ

ムとイリジウムを伴ったマグマ分化後期の低品位クロム鉄鉱鉱体が賦存すると記録されているが，これ

もそれ以上のことは詳らかでない．詳細な研究報告が出されれば，一つの独立したタイプとして紹介す

べきものとなるだろう．

4．漂砂鉱床

　ソ連の砂白金鉱床は主としで摺曲区に賦存し，その主体はウラルであり，卓状地の場合は少ない．砂

鉱は白金鉱だけでなく白金一金鉱というべきものも多い．なかでももっと魂）大規模に分布しているのは

沖積砂白金鉱床で，白金族の初成鉱体を有する山塊区城では原地砂礫鉱床も，また所によっては洪積漂

砂鉱床も白金を対象とした稼動価値を備えているが，後2者は単独の移行対象になり得る場合が少な
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く，通常は沖積砂白金鉱床と併せて採掘されている．沖積砂白金鉱体の下位や初成鉱体を削剥・水触した

河流の源頭ないし上流に賦存する可採原地砂礫白金鉱床は可採沖積砂白金鉱床をまず間違いなく伴って

原地砂礫一沖積砂白金鉱床を形作り，それが含白金山塊上に直接のっていることが多い（第2・4図参照）・

しかし，沖積砂白金鉱床だけの場合は初成鉱体・含白金山塊の範囲外に賦存しているのが普通である．

上記砂白金鉱床の大部分は比較的低品位の，しかし賦存面積・厚さともに大きい含白金族貫入岩体の

分解によって生じたもので，当該貫入岩体と砂白金鉱床とのつながりは主要構成鉱物o共通性から判断

できることが多い（第5表参照），たとえば，初成白金族鉱化体の主要随伴鉱物のうち，通常，漂砂鉱床

中に含まれているのはクロム尖晶石類，苦土かんらん石，輝石，ときにチタン磁鉄鉱とその他少量の鉱

物である．

砂白金鉱床から採掘されているのは白金族鉱物とそれが随伴している金鉱物で，これら有用鉱物の含

有量は砂鉱1m3当たり1mgから数100g，平均して0・n　gとなっている・

漂砂鉱床産の白金族鉱物は，その結晶化学的な性質によると，主として非整固溶体に属し，白金族元

素の金属間化合物，硫化物，砒化物その他の化合物は少ない．これらの鉱物はすべて砂鉱の重力による富

化作用の最終生成物が一緒になったもので，随伴鉱物を挟雑した白金族元素の高品位濃集体であり，ウラ

ルでは専らr粗白金」という意味をもったrスィラーヤ　プラチーナ」と呼ばれている．この「粗白金」

の化学組成から当該砂鉱床や初成鉱床の質が評価され，開発に移っているのが実状である（第6表）・

以上，砂白金の可採鉱床は主にマグマ分化後期の初成白金族鉱化体に由来するが，ノーリリスク型鉱

床に起因した砂白金鉱床群は例外的なものとされている．

第6表　各型の初成鉱化体と関係ある砂白金鉱床産「粗白金」の化学組成

初成鉱化体
（含白金族山塊）

イナグリー山塊
コーンデル山塊
ニジュネタギール山塊

（響響霧難）麟

カチュカナール山塊

ノーリリスク山塊
含硫化物トラップ岩山塊

初成鉱化体
（含白金族山塊）

イナグリー山塊
コーンデル山塊
ニジュネタギール山塊

（馨霧難）灘

カチュカナール山塊

ノーリリスク山塊
含硫化物トラップ岩山塊

砂鉱床

イナグリー
コーンアノレ
ニジュネタギール

砂鉱床群
砂鉱床群ボリショイ

　グセフカー河
ウーゴリヌイ河

ビリューイ

砂鉱床

イナグリー
コーンデル
ニジュネタギール

砂鉱床群
砂鉱床群ボリショイ

　グセフカー河
ウーゴリヌイ河

ビリューイ

含有率（重量％，幅と平均値）

Pt

77．0－80．0

84．4

77．9

69．1

77．5

88．6

57．9－74．2

63．5－67．7

Pd

0．2－0．3

0．4

0．2－0．3

0，35

0．3

　1．0

2－12．9

0．1－1．0

RhI
0．4－1．1

0．6

0．5

0．7

0．6

0．8

3．2－4．8

Ir

O．9－2．4

2．1

2．5

手．5

2．8

1．2

0．15－4．4

Os

2．5－8．0

2．2

1．4

17．6

2．0

0．3

10．6－15．7

含有率（重量％，幅と平均値）

Ru

＜2．3

Au

0．03

0．02

tr．

0．2－2．6

Fe

8．1－9．8

9。8

14．2

6．1

14．0

7．5

12．9－28．1

7．3－11．7

Cu

0．35－0．9

0．35

3．2

1．0

2．8

0．6

1．2－9．9

0．1－0，4

N’i

0．1

0．1

tr．

tr，

tr。

＜tr．一8．9

＜0．2

5．む　す　び

ウラル山脈で1822年に初めて発見され，翌々1824年から採掘されるようになってここにちょうど150

年，ソ連の白金と白金族の生産はやむことなく続けられてきた．いわゆる極ウラル地方やエニセイ山
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ソ連の白金鉱床（岸本文男）

稜，スタノボイ山脈，チュコトカ半島など超塩基性・塩基性分化貫入岩が多数分布する広大な地域にま

だ精密調査の手が伸びていない現状からすると，ソ連の白金はなお前途洋々たるものがあるように思わ

れる．そして，ここ当分，ソ連産白金族の世界最大の顧客として日本は位置づけられることであろう．

極北の都市ノーリリスクと日本とを結びつけるもの，それはr白金」なのである．

本稿は地質についてほとんど触れることができなかった．資料を得なかったためではなく，鉱体と鉱

石，とくに鉱物に重点をおきたかったという理由によるものである．後日，ソ連の銅一ニッケル鉱床や

銅鉱床をまとめ，紹介するときに盛りこむ所存である．

　最後に第6図を掲げて参考に供する．
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第6図　ソ連の白金族鉱床分布図
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